
人生での初めての大きな挑戦である高校受検。不安やプレッシャーがある

と思いますが、最後の最後まで努力をし続けてください。そして、自信をも

って、それぞれの受検会場へと行ってください。みなさんの「頑張った！」

「やってやったぞ！」という表情を、３月５日（金）に見たいなと思います。

成長したさなぎが蝶として飛び立とうとする日が近づいています。中学校

卒業まであとわずかです。８日（月）の卒業式では、学級目標である『成蝶』

したみなさんの姿を、いままで支えてくれた、お世話になった人へ見せてほ

しいと思います。感謝と感動の卒業式をみんなで創り上げましょう。

これからのみなさんへ

３学年副任 齊藤 繁行

３年生のみなさん、もうすぐ卒業を迎えることになりますが、どんな心境ですか。

この３年間の思い出を振り返るとどんな記憶が蘇ってきますか。

私がみなさんと最初に出会ったのは去年の５月でした。それから瞬く間に時間が過ぎて

いき、みなさんとこの相川中学校で過ごせる時間も残りわずかとなりました。５月に赴任

した当初はこのような時間が来るとは全く想像できなかったです。

３年生のみなさんの成長を間近で見ながら日々の時間を共に過ごしてきましたが、その

中で特に印象に残っているのが体育祭です。体育祭の成功は、みんなの体育祭に対する強

い気持ちが手繰り寄せた結果だと思います。体育祭の最中には、何度も熱い感動がこみ上

げてきたことを覚えています。当日の記憶も忘れがたいものですが、それ以上に、本番に

至るまでの過程にこそ、記憶に残るものをみなさんから受け取りました。体育祭本番まで

の準備の中で、最高学年としてどうあるべきかを身を以て下級生にしめしながら、一人一

人が自分の長所を生かして、もがきながらも体育祭を創り上げていきました。うまくいか

ないこともたくさんあったかもしれませんが、時には各軍の垣根を超えて協力し合いなが

ら、これまでの体育祭以上のものにしようとみんな精一杯頑張っていました。そんな姿を

見るたびにかっこいいなと感じていました。

これからみなさんは、それぞれの道に分かれてまだま

だ続く自分の人生を歩んでいきます。自分の思い通りに

いかない時もたくさん出てくると思います。そんな時に、

みなさんはどうやってそれを切り抜けていきますか。そ

の手がかりの１つはもうみなさんがしめしてくれた通

り、精一杯頑張ることです。たとえ結果として物事がう

まくいかなかったとしても、精一杯挑戦して、頑張った

らそこから何かを得ることができます。そしてそれを次

につなげていけます。

これからも精一杯挑戦して、頑張って自分の人生を切

り開いていってください。これからのみなさんの人生が

楽しみです。

最後になりますが、保護者の皆様、至らぬ点が多々あ

ったにもかかわらず１年間温かく見守ってくださり、様

々な面で支えてくださったことを、厚くお礼申し上げま

す。本当にありがとうございました。

－２－

生徒総会
２月８日(月)に生徒総会

が開かれました。生徒会本

部や委員会活動の振り返り

を行いました。各委員長は、

生徒からの質問や意見を受

け、来年度、さらによい活

動になるような提案をしま

した。総会終了後に、新旧

の委員長の引き継ぎが行われました。３年生は、終わってホッとした様子でした。２年生

の新委員長は、任されて「やるぞ」という気合いが入った表情を見せてくれました。来年

度の相川中学校生徒会や委員会の活動が楽しみです。

新入生オリエンテーション

２月１５日(月)に来年度入学予定者を対象に「新入生オリエンテーション」を行いまし

た。相川小学校、七浦小学校、金泉小学校の６年生が来てくれました。体験授業では、国

語か英語を選択し、中学校の授業を体験しました。そして、１年生から３年生までの授業

の様子を参観して回りました。その後、視聴覚室で保護者と一緒に中学校生活について説

明を受けました。

調理実習
３学期は家庭科の学習で、１年生と２年生が調理実習を行いました。２階の調理室から、

いいにおいが漂っていました。マスク着用、十分な手洗い等コロナウィルス感染防止対策

をしっかりと行い臨みました。どの班も手際がよく、時間内に完成させることができまし

た。できあがった料理は、おいしくいただきました。

２年生 クレープ・白玉団子 １年生 鮭のムニエル

－３－



三送会・ＰＴＡ総会
２月２２日(月)三送会とＰＴＡ総会を同日に行いました。三送会では、１・２年生が３

年生へ感謝の気持ちをこめて、さまざまな出し物を行いました。

引き続き行われたＰＴＡ総会では、各部から、事業報告があり、来年度に向けた改善点

が提案されました。今年度の役員のみなさん、１年間本当にありがとうございました。

２年生の出し物 １年生の出し物 ＰＴＡ総会

お世話になった令和２年度ＰＴＡ役員の皆様（敬称略）

ＰＴＡ会長 会計監査

ＰＴＡ副会長

ＰＴＡ副会長 学年委員長

会 計 総務委員長

庶 務 教養広報委員長

栄光の記録
○全佐渡卓球選手権（中学新人戦） 男子３位 １年 ＳＫさん

○英語検定（１月実施） ４級合格 ２年 ＳＴさん

３月の主な予定
４日（木） 公立高校一般選抜検査（学力）

５日（金） ３年生午前授業（３年生給食なし） 卒業式予行・準備

８日（月） 第１８回卒業証書授与式（全校給食なし）

１１日（木） １・２年確認テスト

１２日（金） 公立高校合格発表

１３日（土） 夢カップバレーボール大会

１３日（土）・１４日（日） 真野・両津親善バスケットボール大会

１５～２３日 １・２年４限まで授業、部活動１５：００まで

２４日（水） １・２年終業式（給食なし）

２５日（木） 離任式

※春休みの活動については後日配付される春休みのしおりをご覧ください。

－４－

佐渡市立相川中学校
生徒数
１年23名 ２年35名 ３年32名 計90名

令和３年２月２６日発行

第１０号 ともに支え ともに生きる
TEL 74-2157 教育目標
mail aikawa-js@sado.ed.jp ～仲間とともに地域とともに～

『いつまでも挑戦する気持ちで』

３学年担任 相澤 文哉

３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。

まず、みなさんとの出会い、そして、１年間担任として関われたことに感謝をしたいと思いま

す。“ありがとう”。この相川中学校を卒業するみなさんに、次の言葉を贈りたいと思います。

それは、

『１つのことに本気で挑戦し、自分が持っている力を試してほしい。』

ということです。

人間は、自分にとって少しでも高い壁や、一度もやったことのない、または、以前に失敗した

ことに対して弱音を吐くことあります。「自分には無理だ。」「私には才能がない。」などと。受

検勉強を始めたときや、なかなか実力テストで結果が出ないときに、言葉にしていた人もいまし

たよね？

でも、「実際にやってみないとわからないじゃん？」「努力もしていないのに最初からあきらめ

てしまうの？」と私は思ってしまいます（私も無理だと思いあきらめてしまうことはありまし

た）。もちろん自信がないからこそ、そういう弱音を吐くのだと思います。じゃあ、自信はどう

やってつけるのか？やっぱり努力を積み重ねるしかありません。同じことを何度も繰り返すしか

ありません。今年のみなさんの学校生活の姿勢や態度はどうだったでしょうか？生徒会スローガ

ン『改革 ～笑顔を前に～ 』のもと、最高学年として、相川中を『改革』するために挑戦する“

空気”を何度も作ってくれました。例えば、全校朝会での整列が今まで何分かかっていたのか？

４月から見て、数倍、いや数万倍変わったと思います。体育祭や文化祭はどうでしたか？体育祭

の応援歌やダンスを完成するまで何回踊ったでしょうか？文化祭の劇やスリラーのダンスは、何

時間踊ったでしょうか？すべてのことにおいて、人間というのはできるまで努力を積み重ねます。

なんで努力するのかというと、「できるようになりたいから。」「みんなと１つのものを創りたい

から。」そして、「自分に自信をつけたい。」からなど様々な理由があると思います。みなさんが、

全校に“挑戦してみよう、やってみよう”という“空気”を発信し、様々な活動で自信をつけ、

成功するための道を築いてきました。練習や準備から全校で創り上げた体育祭は、みなさんの良

さをお互いに引き出し、正々堂々と最後まで戦い抜いた姿は、本当に感動しました。文化祭の「差

別を考える劇」「スリラーのダンス」では、短い準備期間でしたが、それぞれの役割をしっかり

と務め、クラスで１つのものを創り上げる喜びや達成感を感じることができました。

これからの人生、辛いことや苦しいことの方が多いかもしれません。「自分には無理だ、でき

ない。」と思うことが何度もあるかもしれません。でも、すぐにあきらめないでほしいです。「や

れることはやった。」「途中までしかできなった。」でも、挑戦したことによって、「新たな自分

に出会えた。」「自分は意外とやればできるかも。次は、最後まで頑張ってみよう。」など新たな

発見を必ずします。そういう発見は、挑戦をしないと絶対にできません。だからこそ、『本気で

挑戦し、自分に自信をつけてほしい。新たな自分を見つけてほしい。挑戦する前からあきらめな

いでほしい』と思います。

でも、どうしても辛く苦しくなるときはあります。そんな時は、友達、仲間、恋人、家族・・

・に頼ってほしい。そして、辛そう、苦しそうな人に出会ったら、そっと手を差し出せる人にな

ってほしいと思います。

－１－

相中だより


